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ＩＲだより 
～ＩＲ（INSTITUTIONAL RESEARCH）の“今”を分かり易くお届け～ 

この度完成した教育年報と学勢調査報告書 

（右下に関連記事）

ＩＲ室運営会議開催 

（第2回・第3回） 

 本年2月25日（金）に第2回ＩＲ室運営会議が開

催され、来年度発足予定の教育研究内部質保証評

価会議の運営等のイメージについて検討が行われ

ました。その他、前回の運営委員会以降のＩＲ室

の活動の報告と振り返りを行うと共に今後の活動

予定に関して、意見交換しました。 

4月18日（月）に第3回のＩＲ室運営会議が開催

され、前回に引き続き、教育研究内部質保証評価

会議の運営等のイメージについて、各学部におけ

る内部質保証体制（ＰＤＣＡサイクルの実施体

制）の確認等を検討しました。 

次回のＩＲ室運営会議は、６月に開催の予定で

す。 

2021〔令和3〕年度国家試験結果 
 2021年度 2020年度 前年度比 

医師 97.30％ 85.60％ +11.70％ 

薬剤師 91.32％ 93.17％ -1.85％ 

看護師 100.00％ 98.90％ +1.10％ 

保健師 100.00％ 100.00％ 0.00％ 

助産師 100.00％ 100.00％ 0.00％ 

 

2021〔令和3〕年度の国家試験結果が発表になり、それぞれの現役合格率について本学医

学部では、医師国家試験97.30％（全国平均95.00％）、薬学部では薬剤師国家試験91.32％

（全国平均85.24％）、看護学部では、看護師国家試験100.00％（全国平均96.50％）、保

健師国家試験100.00％（全国平均93.00％）、助産師国家試験100.00％（全国平均

99.70％）となりました。 

今後当室において不合格要因の分析を行い、結果については学長及び各学部長にフィー

ドバックする予定です。 

教育年報と学勢調査報告書が完成 
 

当室が制作に携わった教育年報プロトタイプ版と学勢調査報告書が、本年1月末から2月

にかけて相次いで完成し、それぞれ配布・提供されました。 

当室では、自己点検・評価を生かし、改革・改善を継続的に可能にする自律的な内部質

保証のツールとして、今後これらのツールの質の向上に努めます。 

大阪医科薬科大学教育年報（2020

年度：プロトタイプ版） 
（写真左）

当室において企画・編集を進めて参りまし

た教育年報プロトタイプ版（A4版 116頁）

が、本年1月24日に完成し、全学部の教授に

PDF版が提供されました。 

プロトタイプ版は大学統合前年の2020年度

の大阪医科大学医学部・看護学部、大阪薬科

大学薬学部の教育活動についてアセスメント

ポリシーに基づいて、PDCAサイクルを踏まえ

た内部質保証の取り組み状況を確認するもの

であり、今年度分以降は正式版を定期刊行す

ることにより、新大学における内部質保証の

継続的な営みの証となるものです。 

プロトタイプ版については、各学部におけ

る2021年度版作成に向けた検討に供されま

す。 

2020年度 大阪医科大学学勢調

査報告書 
（写真右）

当室にて分析・編集を行った「2020年度 

大阪医科大学学勢調査報告書」（A4版 

136頁）が本年2月に完成、上梓され、関係

教職員・関係部署に約100部が配付されま

した。 

また、報告書掲載内容の概要について

は、3月11日に大学ホームページにて公開

致しました。（https://www.ompu.ac.jp/ 

campuslife/common/survey/2020.html） 

旧大阪医科大学医学部・看護学部で実施

されてきた「学勢調査」については、今年

度以降は、旧大阪薬科大学薬学部において

同じ趣旨で行われてきた「学生支援・生活

支援アンケート」調査と整理統合し、調査

体制も一新のうえ、新たな形で実施されま

す。 
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質保証の改善・充実に向けたIRの展望 

―中教審 質保証システム部会の審議まとめから― 

文部科学省中央教育審議会大学分科会質

保証システム部会は、3月18日に第14回の同

部会を開催し、審議まとめとして「新たな

時代を見据えた質保証システムの改善・充

実について」を取り纏め同日を以って解散

しました。 

 

今後この審議まとめをもとに文部科学省

が大学設置基準等の法令改正を進める予定

です。 

 

改正の背景としましては、我が国の公的

な質保証システムは、事前規制型と事後チ

ェック型それぞれの長所を併せ持つように

設計されていますが、３つのポリシー（Ａ

Ｐ・ＣＰ・ＤＰ）に基づく教育の実質化を

進める必要性、グローバル化やデジタル技

術の進展に対応する必要性、新型コロナウ

イルス感染拡大を契機とした遠隔教育の普

及・進展を踏まえた対応を行う必要性等の

指摘があり、これらを踏まえ、大学におけ

る国際通用性のある「教育研究の質」を保

証するため、質保証システムについて、①

最低限の水準を厳格に担保しつつ、②大学

教育の多様性・先導性を向上させる方向で

改善・充実を図っていくことが求められて

いるとしています。 

 

また、質保証システムで保証すべき質に

関しては、「学生の学びの質と水準」とと

もに、教育と研究を両輪とする大学の在り

方を実現する観点から、持続的に優れた研

究成果が創出されるような研究環境の整備

や充実等についても一定程度確認する必要

があるとし、改善・充実の方向性として、

①学修者本位の大学教育の実現、②社会に

開かれた質保証の実現 の２つの検討方針

と、①客観性の確保、 ②透明性の向上、③

先導性・先進性の確保（柔軟性の向上）、

④厳格性の担保 の４つの視座を挙げ、こ

れらに基づき、取りまとめられました。 

 

以下、内部質保証とＩＲに関連する項目

について概要を抜粋し引用致します。 

 

 

（１）大学設置基準・設置認可審査 

【学修者本位の大学教育の実現】 

○学位プログラムの３つのポリシーに基づ

く編成、学位プログラムを基礎とした内

部質保証の取組、内部質保証による教育

研究活動の不断の見直しが求められるこ

とを明確化。 

【先導性・先進性の確保（柔軟性の向上）】 

○機関として内部質保証等の体制が機能

していることを前提とした教育課程等

に係る特例制度の新設。例）遠隔授業に

よる修得単位上限（60単位）、単位互換

上限（60単位）、授業科目の自ら開設の

原則、校地・校舎面積基準等 

（２）認証評価制度 

＜改善・充実の方向性＞ 

【学修者本位の大学教育の実現】 

○内部質保証について、自己点検評価結果

による改善を評価し公表する形へと充

実。 

○学修成果の把握・評価や、研究環境整

備・支援状況の大学評価基準への追

加。 

【先導性・先進性の確保（柔軟性の向

上）】 

○内部質保証の体制・取組が特に優れた

大学への次回評価の弾力的措置。 

○法令適合性等について適切な情報公表を

行っている大学への法令適合性等に関す

る評価項目や評価手法の簡素化などの措

置。 等 

【厳格性の担保】 

○不適合の大学の受審期間を短縮化

（例：３年）。 

 

（３）情報公表 

＜改善・充実の方向性＞ 

〇「教学マネジメント指針」を踏まえ、認

証評価において大学の情報公表の取組状

況を確認。 

○「大学入学者選抜に関すること」等を学

校教育法施行規則に規定する各大学が公

表すべき項目に追加。等 

 

（４）その他の重要な論点 

＜改善・充実の方向性＞ 

【学修者本位の大学教育の実現】 

〇大学運営の専門職である事務職員等、

質保証を担う人材の資質能力を向上さ

せる観点から、ＳＤ・ＦＤの取組等を

把握・周知 

 

 

以上の通り、内部質保証は認証評価の時

にのみ機能するものであってはならず、

「不断」のものとして明確化され、そのよ

うな不断の見直しを続けている「内部質保

証体制が機能している」大学に対して、教

育課程等に係る特例制度（遠隔授業の単位

上限、単位互換上限、校地・校舎面積基準

などの緩和）を新設し、また、認証評価の

有効期限延長などのインセンティブの付与

が検討される模様です。 

 

また、情報公表という側面でも、これま

で以上の取り組みが求められます。内部質

保証においては、自己点検評価結果による

改善を評価し公表すること、認証評価にお

いて大学の情報公表の取組状況を確認する

こと、学校教育法施行規則に規定する各大

学が公表すべき項目に「大学入学者選抜に

関すること」等を追加することなどが述べ

られています。 

そして、大学運営の専門職である事務職員

等、質保証を担う人材の資質能力を向上させる

観点から、ＳＤ・ＦＤの取組等を把握・周知す

ることが求められております。この内部質保証

を担う人材の資質能力向上は、大学分科会にお

いて数年来継続的に議論されてきたものです。 

 

このように、不断に機能する内部質保証体制

の確立は、これからの大学の運営を左右し得る

喫緊の課題であることは明らかであり、本学に

おける教育・研究の質向上に資することを設置

の趣旨としているＩＲ室としましては、全ての

教員・職員・学生の皆様のご協力を得つつ、内

部質保証体制の一層の整備を進めます。 

 

なお、上記内部質保証とＩＲに関する改正点

の他、「専任教員」にかかる設置基準の要件緩

和や、電子書籍を前提とした規定改正、単位制

度運用の柔軟化、校舎等施設・スポーツ施設等

の規定の柔軟化、遠隔授業に関するガイドライ

ンの策定、定員管理の弾力化（入学定員に基づ

く単年度の算定→収容定員に基づく複数年度の

算定）等、重要な論点が記載されております。

ご関心がおありの方は、以下ＱＲコード（文部

科学省ＨＰ）をご参照下さい。 

 

 

編集後記 

 「ＩＲだより」第3号は、教育年報及び学勢

調査報告書の完成と、文部科学省の質保証に係

る政策の動きに関してお届けしました。 
 

次号第4号は7月のお届けを予定しておりま

す。 
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